


水道施設について 
(1)　川口市内の浄配水場（７場）：　被害なし。 
(2)　水道管（本管）：　3月11日に①500mmの管、②300mmの管の2か所で漏水が発生したが、
     現在までに復旧済み。
 
●漏水について（計47件） 
(1)　3月11日（金）発生件数：　31件→　②処置済み：31件 
(2)　3月12日（土）発生件数：　16件→　①処置済み：14件 
                                      ②対応中  ： 2件 
●濁り水について 
(1)　通報件数：①3月11日分：16件 ②3月12日分： 0件 
(2)　市民への呼びかけ：　①11日午後7時過ぎ、②12日午前7時30分の2回、市の防災行政無線によって、
　　全市民に対して、にごり水の発生について及び、対応の協力について放送した。 

●市民への送水状況について 
埼玉県からの受水は順調である。 

●職員の体制について 
市の災害対策本部において、各部対応となったことから、給水部として、災害発生から11日（金）
深夜まで、全員による体制を敷いた上、その後の対応もあり、管理者、部長以下約半数の46人を宿泊
対応とした。翌12日は規模を縮小し宿泊対応とした。
 
●他の事業体への応援について 
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　「水道災害相互応援4市連絡協議会」に基づき要請を受け、
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　水戸市に対して、以下の応援派遣を行った。 
　　　　　　　　　　　　①3/12～3/13　　　2t給水車1台、先導車1台、（職員4名） 
　　　　　　　　　　　　②3/12～3/12　　　4t軽油運搬車1台、先導車1台（職員2名） 
　　　　　　　　　　　　③3/13～　　　　　4ｔ給水車1台、先導車1台（職員4名）
 
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　※現地に行った職員によると、災害対策車両として現地に
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　向かったが、常磐高速道路も谷田部を過ぎたあたりから
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　道路に段差などがみられ危険な状態であったそうである。 
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　水戸市役所の災害対策本部前は、物資の配給に並ぶ市民
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　の長蛇の列が続いたという。 
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　尚、災害派遣による応急給水は、川口市と自衛隊のみで
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　あった。

川口市消防本部の緊急援助隊が(3月11日21時30分頃）川口市を出発

　　※東日本巨大地震の支援に向け、岩手県の奥州市に向けて16名が現地に向かった。
　　　川口市緊急援助隊は、ポンプ車・救助工作車・救援車で部隊編成して 出動している。
　　　その後岩手県陸前高田市において救助活動に徹しているしている！

注）本報告は3月12日現在のものであります。


